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整
理
・
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

は
じ
め
に

一、

u
小
舞
」
の
用
例
と
「
小
舞
」
以
前
の
歌
舞

 
小
舞
と
は
狂
言
役
者
が
演
じ
る
歌
舞
の
芸
で
あ
る
。

 
能
に
お
け
る
「
仕
舞
」
は
常
に
能
の
一
部
を
演
じ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

は
略
式
演
奏
の
一
形
態
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
小
舞
の
場
合
は
必
ず
し
も
そ
う

で
は
な
い
。
小
舞
と
称
さ
れ
る
も
の
の
中
に
は
、
本
狂
言
や
間
狂
言
の
一
部
（
謡

の
部
分
）
を
用
い
た
曲
も
あ
る
が
、
一
方
に
小
舞
専
用
の
曲
も
あ
り
、
こ
れ
は
独

立
し
た
芸
と
見
な
し
う
る
の
で
あ
る
。

 
小
舞
は
、
必
ず
何
ら
か
の
謡
（
歌
謡
）
を
伴
っ
て
舞
わ
れ
る
。
従
来
、
そ
の
謡
（
歌

謡
）
に
関
し
て
、
狂
言
歌
謡
と
い
う
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
専
ら
な
さ
れ
て

 
（
1
）

き
た
。
小
舞
と
し
て
の
把
握
に
基
づ
く
研
究
に
は
、
羽
田
艇
氏
・
松
本
擁
氏
に
よ

 
 
 
 
 
 
 
（
2
）

る
動
作
単
元
の
分
析
が
あ
る
も
の
の
、
い
ま
だ
そ
れ
以
上
の
蓄
積
が
乏
し
い
状
況

で
あ
る
。
小
舞
と
い
う
も
の
を
、
そ
の
所
作
（
型
）
や
そ
れ
が
演
じ
ら
れ
る
場
と

い
っ
た
問
題
を
含
め
、
一
つ
の
「
芸
」
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
整
理
・
検
討
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
本
狂
言
や
間
狂
言
と
並
ぶ
狂
言
役
者
独
自
の
担
当

分
野
（
芸
域
）
と
し
て
、
小
舞
を
位
置
付
け
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
に
狂
言
小
舞
を
独
立
し
た
（
歌
舞
一
体
の
）
芸
と
し
て
と

ら
え
る
こ
と
と
し
、
以
下
、
そ
の
成
り
立
ち
や
性
格
に
関
す
る
基
本
的
な
問
題
を

 
大
蔵
虎
明
『
わ
ら
ん
べ
草
』
八
十
九
段
注
に
、

 
 
玄
恵
法
印
よ
り
以
前
も
、
申
楽
・
狂
言
も
有
し
か
ど
、
そ
れ
は
小
舞
・
か
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
3
）

 
 
り
な
ど
に
て
有
し
と
み
へ
た
り
。

と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
は
伝
承
で
は
あ
ろ
う
が
、
小
舞
と
い
う
も
の
を
大
蔵

流
流
祖
と
さ
れ
る
玄
恵
法
印
以
前
、
す
な
わ
ち
狂
言
劇
成
立
以
前
の
演
戯
と
し
て

位
置
付
け
て
お
り
、
こ
う
し
た
伝
承
は
、
早
く
か
ら
そ
の
よ
う
な
猿
楽
（
狂
言
）

固
有
の
歌
舞
の
芸
が
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

 
酒
宴
の
席
な
ど
で
、
猿
楽
そ
の
他
の
芸
能
者
が
演
じ
る
歌
舞
に
関
し
て
は
、
室

町
期
の
諸
記
録
に
も
事
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
中
で
も
、
特
に
そ
れ
を
「
小

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
4
）

舞
」
と
称
し
た
例
は
、
『
蔭
涼
軒
日
録
』
に
早
く
も
見
出
さ
れ
る
。

 
○
次
珈
小
宴
談
笑
。
北
野
安
富
勘
解
由
左
衛
門
尉
。
日
野
殿
内
修
理
大
夫
。
同

 
 
墓
崎
若
狭
守
。
東
坊
宗
湛
。
巣
河
又
次
郎
。
慶
阿
弥
。
今
春
与
四
郎
。
二
條

 
 
町
千
千
代
。
小
歌
小
舞
。
談
笑
消
日
。
可
燃
希
有
之
事
也
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
文
正
元
年
閏
二
月
二
日
条
）

 
○
傍
小
飲
微
酔
中
間
。
又
来
者
所
司
代
多
賀
豊
後
守
。
多
賀
持
樽
云
々
。
東
坊
。
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成
知
客
。
田
楽
徳
阿
。
愚
。
為
伴
者
。
書
斎
。
質
業
。
（
略
）
小
歌
小
舞
。
徳

 
 
阿
転
慎
独
也
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
量
二
月
十
八
日
条
）

 
○
聴
取
周
虎
侍
者
押
韻
小
暑
修
習
而
談
笑
刻
巡
礼
。
干
時
鳥
阿
来
在
座
。
以
小

 
 
歌
小
舞
也
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
四
月
七
日
条
）

 
○
干
時
有
拍
戸
者
。
問
誰
某
。
則
答
日
。
観
世
音
阿
。
置
引
之
観
之
。
音
字
近

 
 
来
違
和
。
衰
老
害
惇
。
尤
如
可
憐
。
錐
然
依
蔵
主
所
書
。
而
小
歌
小
舞
尤
妙

 
 
也
。
傍
柳
施
小
恵
也
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
四
月
置
日
待
）

右
に
掲
げ
た
記
事
で
は
、
「
小
舞
」
を
演
じ
た
の
は
、
今
春
与
四
郎
や
音
阿
弥
の
よ

う
な
能
役
者
及
び
そ
の
宴
席
に
参
集
し
た
素
人
で
あ
り
、
狂
言
役
者
の
演
じ
た
例

は
、
今
の
と
こ
ろ
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
管
見
の
限
り
で
は
、
『
蔭
涼

軒
日
録
』
に
お
け
る
「
小
舞
」
の
用
例
は
、
右
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
「
小
歌
小

舞
」
と
い
う
か
た
ち
で
、
「
小
歌
」
と
併
記
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
小
歌
及
び
小
舞
と
い
う
意
味
か
も
し
れ
な
い
が
、
や
は
り
当
節
流
行
の
小
歌

を
用
い
て
舞
を
舞
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
今
日
伝
え
ら
れ
る
小
舞

が
す
べ
て
謡
（
歌
謡
）
を
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
そ
う
し
た

可
能
性
が
高
い
よ
う
で
あ
る
。

 
と
も
か
く
も
、
こ
の
「
小
舞
」
と
い
う
名
称
は
、
酒
宴
や
談
話
の
席
で
舞
う
に

ふ
さ
わ
し
い
、
ち
ょ
っ
と
し
た
短
い
舞
を
意
味
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

「
小
舞
」
と
は
、
も
と
も
と
そ
う
い
う
意
味
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
舞
い
手
は
、

必
ず
し
も
狂
言
役
者
に
限
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

 
し
か
し
一
方
、
同
じ
く
『
蔭
涼
軒
日
録
』
に
よ
る
と
、
観
世
座
の
狂
言
役
者
・

兎
大
夫
が
頻
繁
に
宴
席
に
招
か
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
彼
が
「
狂
舞
」
（
長
享
三
年

二
月
十
日
条
）
し
た
と
い
う
記
事
も
見
出
せ
る
。
そ
の
舞
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
不
明

で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、
狂
言
役
者
が
宴
席
で
歌
舞
を
演
じ
た
記
録
は
、
室
町

期
に
お
い
て
も
、
少
数
な
が
ら
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
こ
れ
以
降
、
中
世
に
お
け
る
狂
言
役
者
も
関
わ
っ
た
歌
舞
の
記
録
は
、
『
上
井
覚

兼
日
記
』
天
正
十
年
十
二
月
十
九
日
条
、
同
十
二
年
一
月
十
三
日
・
十
月
三
日
・

十
月
四
日
置
十
二
月
三
日
置
に
、
「
狂
言
舞
」
と
い
う
の
が
見
出
さ
れ
る
。
こ
の
う

ち
の
天
正
十
二
年
十
月
三
日
・
四
日
に
つ
い
て
は
、
石
原
治
部
右
衛
門
と
い
う
狂

言
役
者
が
舞
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
も
具
体
的
な
内
容
は
不
明
で
あ
る

が
、
あ
え
て
「
狂
言
舞
」
と
称
す
る
以
上
は
、
狂
言
役
者
に
ふ
さ
わ
し
い
、
本
格

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
5
）

の
く
ず
し
な
い
し
は
滑
稽
味
を
帯
び
た
歌
舞
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
こ
れ
も
素
人
や
小
鼓
役
者
が
演
じ
て
い
る
事
例
が
あ
り
、
「
狂
言
舞
」
を
舞
う

の
は
狂
言
役
者
と
は
限
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

 
狂
言
謡
と
い
う
芸
は
、
江
戸
初
期
の
鹿
苑
寺
住
職
・
鳳
謹
承
章
の
日
記
『
隔
萱
ハ

記
』
に
も
見
え
る
（
後
述
）
。
ま
た
、
最
近
、
宮
本
圭
造
氏
が
紹
介
さ
れ
た
『
無
上

法
院
殿
御
日
記
』
寛
文
十
二
年
十
一
月
十
一
日
条
、
貞
享
四
年
五
月
十
四
日
条
、

元
禄
三
年
十
月
八
日
条
、
元
禄
四
年
六
月
十
七
日
半
、
同
九
月
二
十
八
日
条
、
元

禄
六
年
十
二
月
九
日
条
な
ど
に
も
、
葛
野
流
大
鼓
役
者
の
北
脇
一
元
が
（
時
に
は
小

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
6
）

畠
湖
心
と
と
も
に
）
「
き
や
う
げ
ん
ま
ひ
」
を
舞
っ
て
い
る
記
事
が
見
出
さ
れ
る
。

 
江
戸
初
期
以
降
に
お
い
て
も
、
狂
言
舞
を
舞
う
の
は
、
必
ず
し
も
狂
言
役
者
に

限
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
「
狂
言
」
と
い
う
以
上

は
、
正
統
的
な
舞
（
仕
舞
の
た
ぐ
い
）
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ

う
し
た
種
類
の
歌
舞
が
、
舞
台
以
外
の
場
で
舞
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
意
し
て
よ

い
。 

と
こ
ろ
で
、
今
日
い
う
と
こ
ろ
の
、
狂
言
役
者
が
演
じ
る
歌
舞
と
い
う
意
味
で

の
「
小
舞
」
の
用
例
は
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
現
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

 
管
見
の
範
囲
で
は
、
そ
う
し
た
用
例
は
、
寛
永
十
九
年
成
立
の
大
蔵
虎
明
答
ま

で
降
る
よ
う
で
あ
る
。
虎
明
経
で
は
、
「
棒
縛
」
「
樋
の
酒
」
「
素
抱
落
」
「
猿
聾
」

「
箕
被
」
「
地
蔵
舞
」
「
花
曇
新
発
意
」
「
花
盗
人
」
「
不
聞
座
頭
」
「
三
人
片
輪
」
等

の
注
記
（
ト
書
き
）
に
「
小
舞
」
を
舞
う
こ
と
が
見
え
、
特
に
「
猿
智
」
に
は
「
む

ご
に
こ
ま
ひ
を
し
ょ
ま
ふ
す
る
、
七
つ
に
な
る
子
を
ま
ふ
」
と
あ
り
、
旦
個
体
的
な

曲
名
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
（
「
素
抱
落
」
を
除
き
）
い
ず
れ
も
酒
盛
り
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場
で
の
舞
を
指
し
て
い
る
。
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ま
た
、
正
保
頃
成
立
の
和
泉
流
最
古
本
で
あ
る
天
理
本
に
も
、
「
不
見
百
聞
」
「
三

人
片
輪
」
「
才
宝
」
「
地
蔵
舞
」
等
の
せ
り
ふ
や
注
記
に
、
や
は
り
「
小
舞
」
の
語

が
見
え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
出
端
」
で
は
、
「
祖
父
の
小
舞
、
昔
の
上
手
、
景
三

舞
た
る
と
也
、
分
別
あ
る
へ
し
、
其
外
い
つ
れ
に
て
も
杖
に
て
舞
事
可
然
分
別
也
」

と
の
後
記
が
あ
り
、
シ
テ
の
祖
父
の
舞
と
し
て
、
能
「
景
清
」
の
一
節
が
舞
わ
れ

る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
こ
れ
は
、
大
蔵
・
和
泉
現
行
の
小
舞
に
あ
る

［
語
り
］
か
ら
［
中
ノ
リ
地
］
に
か
け
て
の
、
い
わ
ゆ
る
鐙
引
き
の
箇
所
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
「
杖
に
て
舞
」
と
す
れ
ぼ
、
和
泉
流
に
あ
る
［
段
歌
］
の
「
目
こ
そ

暗
け
れ
ど
」
以
下
を
舞
う
小
舞
が
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
で
あ
る
）
。

 
こ
の
よ
う
に
、
大
蔵
・
和
泉
の
古
台
本
に
よ
っ
て
、
江
戸
初
期
に
は
、
狂
言
役

者
が
狂
言
の
酒
盛
り
の
場
で
演
じ
る
歌
舞
を
明
ら
か
に
「
小
舞
」
と
称
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
具
体
的
な
曲
名
に
つ
い
て
は
記
さ
な
い
例
も
多
く
、
用

い
ら
れ
る
小
舞
は
、
は
な
は
だ
流
動
的
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
「
七
つ
に
な
る
子
」

や
「
景
清
」
と
い
っ
た
曲
が
、
こ
の
時
期
に
小
舞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と

も
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二
、
座
敷
芸
と
し
て
の
小
舞

 
前
述
の
よ
う
に
、
今
日
い
う
と
こ
ろ
の
、
狂
言
役
者
が
演
じ
る
歌
舞
と
し
て
の

「
小
舞
」
の
例
は
大
蔵
虎
明
本
以
降
に
見
出
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
万
治

三
年
に
完
成
し
た
『
わ
ら
ん
べ
草
』
に
は
、
小
舞
に
つ
い
て
よ
り
具
体
的
な
記
述

が
認
め
ら
れ
る
。

 
例
え
ば
、
同
書
十
五
段
注
に
は
、
小
舞
に
お
い
て
も
、
座
敷
と
舞
台
の
舞
い
方

の
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
事
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
舞
台
舞
、
座
敷
舞
か

は
る
べ
し
」
と
い
う
本
文
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

座
敷
舞
は
さ
ら
り
と
舞
ふ
。
舞
台
舞
は
細
か
な
り
と
申
せ
ば
、
永
井
信
濃
殿
、

そ
れ
は
裏
表
な
り
と
御
不
審
被
成
し
時
、
昔
よ
り
申
伝
へ
し
は
、
目
近
き
所

 
 
に
て
は
、
大
様
な
る
も
細
か
に
見
え
、
舞
台
に
て
は
、
細
か
な
る
事
も
大
様

 
 
に
見
ゆ
る
物
と
申
な
ら
は
し
候
と
言
へ
は
、
尤
と
被
仰
し
也
。

 
 
あ
る
時
、
江
戸
に
て
、
永
井
信
濃
殿
へ
、
太
田
備
中
殿
、
安
藤
右
京
殿
、
五

 
 
味
備
前
殿
、
神
尾
備
前
殿
、
松
平
出
雲
殿
、
茶
湯
に
御
よ
び
被
成
、
北
七
太

 
 
夫
 
予
両
人
、
勝
手
へ
御
見
舞
起
様
に
と
被
仰
、
参
し
に
、
北
面
太
夫
に
、

 
 
座
敷
舞
、
舞
台
の
舞
如
意
所
望
あ
り
。
芭
蕉
の
曲
舞
、
二
度
舞
は
れ
し
。
予

 
 
に
も
御
所
望
故
、
一
天
四
海
浪
を
二
度
舞
い
し
。

す
な
わ
ち
、
「
舞
台
」
と
「
座
敷
」
の
舞
い
方
の
違
い
が
、
能
の
み
な
ら
ず
狂
言
の

小
舞
に
お
い
て
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
記
述
で
あ
る
。
面
明
が
所
望
に
よ
っ
て
舞

っ
た
コ
天
四
海
浪
」
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
能
「
土
車
」
の
一
節
で
あ
る
。
ま

た
、
続
い
て
、

 
 
籾
、
能
と
狂
言
と
の
仕
分
御
所
望
あ
り
。
北
七
太
夫
、
玉
の
段
を
舞
い
、
予

 
 
斎
く
舞
ひ
し
時
、
各
、
始
め
て
御
覧
有
し
と
被
零
し
也
。

と
、
能
「
海
人
」
の
「
玉
の
段
」
が
小
舞
と
し
て
も
（
狂
言
独
自
の
型
を
伴
っ
て
）

舞
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
記
述
も
あ
る
。
さ
ら
に
、

 
 
一
役
に
て
所
望
の
時
は
、
狂
言
は
語
、
立
て
ば
小
舞
。
太
夫
は
小
謡
、
立
て

 
 
は
曲
舞
也
。
笛
は
音
取
、
小
鼓
は
置
鼓
、
大
鼓
は
次
第
、
太
鼓
は
山
上
と
聞

 
 
し
。
其
外
は
所
望
次
第
。
是
は
定
り
申
候
。
太
鼓
は
、
き
ざ
み
よ
り
打
出
し
、

 
 
打
上
て
置
く
べ
し
と
花
伝
書
に
あ
り
。
同
書
に
云
、
座
敷
舞
は
、
手
少
く
、

 
 
拍
子
踏
ま
ず
、
廻
る
事
な
し
と
云
。

と
も
記
す
。
座
敷
で
の
芸
と
し
て
は
、
狂
言
の
場
合
、
語
り
か
小
舞
が
定
式
で
あ

っ
た
ら
し
い
。

 
以
上
の
記
事
に
お
い
て
は
、
舞
台
と
座
敷
を
演
能
の
場
と
し
て
は
っ
き
り
区
別

し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
座
敷
は
、
本
式
の
舞
台
と
は
異
な
っ
て
、
「
①
橋

が
か
り
が
な
い
こ
と
、
②
見
所
が
ち
か
く
、
全
体
と
し
て
も
ち
い
さ
な
場
で
あ
る

 
 
 
 こ

と
」
等
の
特
徴
を
も
っ
た
場
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
の
特
性
に
応
じ
て
、
舞

台
と
は
違
う
舞
い
方
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

一3一



山口県立大学国際文化学部紀要 第9号（2003）

 
そ
も
そ
も
小
舞
は
、
こ
う
し
た
座
敷
芸
と
し
て
の
性
格
を
具
え
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
舞
台
と
座
敷
を
上
演
の
場
と
し
て
は
っ
き
り
区
別
す
る
と
い
う
意
識
は
、

鷺
流
・
享
保
保
教
本
「
小
舞
」
の
注
記
に
も
認
め
ら
れ
る
。

 
○
鷺
流
ノ
舞
 
座
敷
舞
ナ
リ
 
舞
台
杯
ニ
チ
ハ
不
用
 
口
伝
 
（
「
鶉
」
注
記
）

 
○
何
ノ
流
ニ
モ
定
リ
有
之
舞
ニ
チ
ハ
無
之
 
座
敷
ノ
興
二
舞
タ
ル
小
舞
昔
ヨ
リ

 
 
多
ク
有
之
 
其
内
ナ
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
山
カ
ラ
下
ル
」
注
記
）

ま
た
、
「
鶉
」
の
後
に
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

 
 
松
ノ
舞
鶉
西
之
宮
三
番
組
二
巧
者
ノ
上
ニ
テ
舞
事
ナ
リ
 
中
ニ
モ
西
ノ
宮
ハ

 
 
酒
盛
舌
早
殊
ノ
外
座
敷
ノ
染
タ
ル
時
舞
テ
吉
 
惣
シ
テ
ケ
様
ノ
類
興
モ
無
キ

 
 
ニ
ハ
上
手
ニ
チ
モ
出
来
サ
ル
物
ナ
リ
 
小
舞
ハ
一
座
ノ
見
合
専
一
ナ
リ
 
其

 
 
時
々
相
応
ノ
ヲ
舞
ヘ
ハ
藝
モ
厚
ク
見
ユ
ル
物
要

傍
線
を
施
し
た
よ
う
に
、
「
西
ノ
宮
」
と
い
う
鷺
流
固
有
の
曲
は
、
酒
盛
の
際
、
時

に
応
じ
て
臨
機
応
変
に
舞
わ
れ
る
た
ぐ
い
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

 
こ
う
し
て
見
る
と
、
保
教
本
の
注
記
に
い
う
「
座
敷
」
と
は
、
本
式
の
舞
台
で

は
な
い
狭
い
場
と
い
う
意
味
の
み
な
ら
ず
、
特
に
宴
席
な
ど
が
設
け
ら
れ
る
、
表

向
き
で
な
い
場
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
よ
う
で
あ
る
。
小
舞
と
は
、
も
と
も
と

こ
の
よ
う
な
場
で
演
じ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
芸
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

 
座
敷
は
、
通
常
の
舞
台
で
は
な
い
空
間
、
狭
く
、
橋
掛
り
や
柱
の
無
い
場
で
あ

り
、
し
か
も
、
そ
こ
で
は
し
ば
し
ば
酒
宴
の
席
が
設
け
ら
れ
、
能
・
狂
言
の
役
者

は
、
そ
の
よ
う
な
場
で
も
持
ち
芸
の
披
露
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
芸
能
者
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
9
）

し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
『
蔭
蔓
草
日
録
』
や
『
上

井
島
西
日
記
』
と
い
っ
た
中
世
の
資
料
に
も
、
少
数
な
が
ら
、
狂
言
役
者
が
宴
席

で
歌
舞
を
演
じ
た
記
録
が
あ
っ
た
。
座
敷
、
特
に
宴
席
に
お
け
る
芸
能
活
動
に
つ

い
て
は
、
資
料
の
制
約
も
あ
っ
て
か
、
従
来
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
が
、
小
舞
の
性
格
を
考
え
る
際
に
は
、
こ
う
し
た
表
向
き
で
は
な
い
場
も
視
野

に
入
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
近
世
初
期
の
例
で
あ
る
が
、
酒
宴
の
席
（
茶
席
の
場
合
も
）
に
お
け
る
狂
言
役
者

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
0
）

（
を
含
む
役
者
衆
）
の
歌
舞
に
つ
い
て
記
し
た
記
録
が
『
隔
萱
ハ
記
』
に
い
く
つ
か
見

え
る
。

 
○
狂
言
師
之
九
左
衛
門
来
故
、
呼
森
都
座
頭
遣
而
有
繋
相
伴
也
。
九
左
衛
門
発

 
 
一
声
、
翻
扇
而
舞
也
。
 
 
 
 
 
 
 
 
（
寛
永
二
十
年
三
月
十
三
日
条
）

 
○
夕
尋
者
、
役
者
衆
於
方
丈
而
予
相
伴
也
。
見
物
講
衆
者
於
書
院
、
各
歯
跡
夕

 
餐
也
。
夕
上
之
刻
、
役
者
衆
歌
謡
、
鳴
鼓
而
乱
酒
、
子
鼠
酔
而
及
黄
昏
而
帰

 
也
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
寛
永
二
十
年
九
月
七
日
条
）

○
狂
言
済
、
侑
夕
餐
。
狂
言
凝
着
戸
外
明
王
…
予
相
伴
也
。
…
亜
鉛
中
、
狂
言

 
師
重
圏
巡
舞
也
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
正
保
四
年
十
月
十
日
条
）

○
午
時
招
風
早
左
京
太
夫
殿
・
横
田
善
太
夫
・
中
西
伊
兵
衛
、
口
切
下
之
湯
出

 
之
也
、
…
及
晩
而
善
太
夫
発
一
声
、
伊
兵
衛
狂
言
舞
有
之
也
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
万
治
二
年
十
二
月
五
日
条
）

○
而
役
者
一
人
予
々
罷
出
、
御
通
之
御
酒
事
事
。
役
者
共
面
々
一
離
離
仕
付
。

 
 
或
狂
言
舞
、
或
小
歌
、
鼓
打
者
曲
鼓
也
。
（
万
治
三
年
十
一
月
二
十
四
日
条
）

狂
言
役
者
た
ち
は
、
舞
台
を
終
え
た
後
も
、
そ
の
パ
ト
ロ
ン
の
催
す
宴
席
に
侍
り
、

歌
舞
の
芸
を
見
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
芸
の
中
に
は
、
前
述
し
た
「
狂
言
舞
」

も
あ
っ
た
。
万
治
二
年
十
二
月
五
日
に
そ
れ
を
舞
っ
て
い
る
中
西
伊
兵
衛
は
、
明

ら
か
に
狂
言
役
者
で
あ
る
。

 
ま
た
、
近
代
の
例
で
は
あ
る
が
、
谷
崎
潤
一
郎
の
随
筆
「
月
と
狂
言
師
」
（
昭
和

二
十
四
年
一
月
、
『
中
央
公
論
』
に
発
表
）
に
描
か
れ
た
京
都
南
禅
寺
・
上
田
邸
に

お
け
る
月
見
の
宴
な
ど
も
、
ま
さ
し
く
そ
の
よ
う
な
場
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、
折

か
ら
の
月
の
出
を
待
つ
う
ち
、
二
世
茂
山
千
作
（
千
五
郎
正
重
）
に
よ
っ
て
謡
い
出

さ
れ
た
小
舞
謡
「
よ
し
の
葉
」
は
、
『
大
蔵
流
狂
言
名
寄
一
覧
』
（
昭
3
1
）
に
よ
れ

ば
、
「
以
下
昔
古
の
小
舞
に
て
師
家
書
上
に
は
除
き
た
る
も
の
な
れ
ど
茂
山
家
に
て

は
舞
た
る
も
の
尤
も
舞
台
等
表
向
は
不
用
た
る
べ
し
」
と
記
す
九
曲
の
う
ち
で
あ

っ
た
。
現
在
、
茂
山
家
で
は
「
よ
し
の
葉
」
を
「
月
見
座
頭
」
の
ア
ド
が
舞
う
こ

と
も
あ
る
が
、
も
と
も
と
は
「
舞
台
等
表
向
」
に
は
用
い
な
い
小
舞
だ
っ
た
の
で
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狂言小舞の性格

あ
る
。

三
、
小
舞
各
類
の
成
立
と
そ
の
性
格

 
以
上
、
狂
言
役
者
が
関
わ
る
歌
舞
に
つ
い
て
、
近
世
初
期
あ
た
り
ま
で
の
状
況

を
簡
単
に
見
て
き
た
。
「
小
舞
」
や
「
狂
言
舞
」
と
称
す
る
宴
席
で
の
歌
舞
が
室
町

～
織
豊
期
の
資
料
に
見
出
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
狂
言
役
者
専
門
の
芸
で

は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
江
戸
初
期
に
な
る
と
、
本
狂
言
の
酒
盛
の

場
で
演
じ
ら
れ
る
歌
舞
が
「
小
舞
」
と
称
さ
れ
て
お
り
、
『
わ
ら
ん
べ
草
』
や
享
保

保
教
本
の
注
記
に
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
小
舞
は
座
敷
芸
と
し
て
の
性
格
を
持
ち
、

中
に
は
舞
台
等
表
向
き
に
は
用
い
な
い
曲
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
こ
こ
で
、
小
舞
に
は
ど
の
よ
う
な
種
類
が
あ
る
の
か
、
私
な
り
に
分
類
し
た
上

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
や
特
質
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
整
理
し
て
お
く
こ
と
に

し
た
い
。

 
 
 
 
 
 
（
1
1
）

 
従
来
の
分
類
案
を
踏
ま
え
、
今
少
し
整
理
し
た
か
た
ち
で
示
す
と
す
れ
ば
、
小

舞
は
、
①
専
用
の
歌
謡
（
中
世
・
近
世
歌
謡
と
交
渉
・
関
連
の
あ
る
も
の
）
を
用

い
る
曲
、
②
イ
ロ
詞
に
よ
る
離
子
舞
、
③
能
謡
を
用
い
る
曲
、
④
本
狂
言
や
間
狂

言
の
一
部
を
独
立
さ
せ
た
曲
、
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

 
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
に
即
し
て
、
若
干
の
検
討
を
加
え
る
。

【
①
専
用
の
歌
謡
を
用
い
る
曲
】

 
こ
の
種
の
小
舞
に
用
い
ら
れ
る
歌
謡
は
、
音
曲
的
に
は
、
狂
言
謡
に
よ
る
も
の
、

小
歌
節
を
用
い
る
も
の
、
イ
奴
詞
（
謡
と
せ
り
ふ
の
中
間
の
よ
う
な
詞
）
に
よ
る
も

の
に
分
け
ら
れ
る
。
お
お
む
ね
、
室
町
か
ら
江
戸
初
期
の
流
行
歌
謡
を
利
用
し
、

そ
れ
に
型
を
付
け
た
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

 
こ
の
う
ち
、
江
戸
初
期
に
上
演
記
録
の
見
え
る
曲
目
に
つ
い
て
、
初
出
の
年
月

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 

日
・
上
演
の
場
所
・
演
者
を
以
下
に
掲
げ
る
（
い
ず
れ
も
『
古
之
御
能
組
』
に
よ

る
）
。

 
「
宇
治
の
晒
」

「
京
の
町
」

「
鎌
倉
」

「
い
た
い
け
し
（
た
る
）
」

「
十
七
八
」

「
七
つ
に
成
子
」

「
愛
ハ
住
吉
」

「
愛
ハ
（
を
）
ど
こ
ぞ
」

「
あ
ん
の
山
（
兎
）
」

「
い
と
物
ほ
そ
き
」

「
暁
の
明
星
」

こ
の
他
、
江
戸
初
期
以
前
の
記
録
が
存
す
る
例
と
し
て
は
、

雨
（
五
月
雨
）
」
が
、
永
禄
十
年
正
月
二
日
の
徳
川
家
謡
初
の
酒
宴
に
お
い
て
、

田
弥
太
郎
に
よ
っ
て
舞
わ
れ
て
い
る
（
『
朝
野
旧
聞
哀
藁
』
）
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て

 
（
1
3
）

い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
小
舞
独
自
の
曲
の
中
で
は
最
も
早
い
上
演
記
録
に
も
な
る
。

酒
宴
の
席
で
、
当
節
流
行
の
歌
謡
に
振
り
を
付
け
て
舞
う
と
い
っ
た
こ
と
は
、
か

な
り
早
く
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
芝
田
弥
太
郎
は
素
人
で
あ
る
が
、

専
業
芸
能
者
で
あ
る
狂
言
役
者
も
自
然
そ
う
し
た
芸
を
行
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う

承
応
二
年
七
月
二
日
、
江
戸
中
山
山
城
守
邸
、
大
蔵

 
八
右
衛
門
。

承
応
二
年
七
月
十
日
、
同
右
、
大
蔵
八
右
衛
門
。

承
応
三
年
六
月
十
二
日
、
江
戸
松
平
下
総
守
邸
、
大

 
蔵
八
右
衛
門
。

万
治
二
年
七
月
八
日
、
江
戸
小
笠
原
右
近
大
夫
邸
。

 
大
蔵
八
右
衛
門
。

万
治
二
年
七
月
八
日
、
常
山
、
鷺
伝
右
衛
門
。
（
こ
れ

 
よ
り
以
前
、
虎
倉
本
「
節
分
」
に
曲
名
が
見
え
る
）

万
治
二
年
七
月
八
日
、
同
右
、
鷺
伝
右
衛
門
。
（
こ
れ

 
よ
り
以
前
、
虎
落
本
「
猿
聾
」
に
曲
名
が
見
え
る
）

万
治
二
年
八
月
五
日
、
江
戸
紀
伊
中
納
言
邸
、
松
井

 
市
兵
衛
。

万
治
二
年
十
月
二
十
六
日
、
江
戸
水
戸
宰
相
邸
、
大

 
蔵
八
右
衛
門
。

万
治
三
年
四
月
十
八
日
、
浜
松
城
、
大
蔵
長
大
夫
。

万
治
三
年
四
月
十
八
日
、
同
率
、
長
命
弥
二
兵
衛
。

万
治
三
年
五
月
二
十
五
日
、
江
戸
伊
達
陸
奥
三
下
、

 
鷺
伝
右
衛
門
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
和
泉
流
現
行
の
「
春

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
芝
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こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

 
な
お
、
右
に
掲
げ
た
曲
の
う
ち
、
「
愛
は
住
吉
」
は
、
現
在
和
泉
流
現
行
（
鷺
流

に
も
あ
っ
た
）
の
「
住
吉
」
、
「
愛
市
（
を
）
ど
こ
ぞ
」
は
、
大
蔵
・
和
泉
現
行
の
「
府

中
（
掛
川
）
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「
い
と
物
ほ
そ
き
」
は
和
泉
流
現
行
で
、
大
蔵
流

で
も
狂
言
「
紅
梅
」
の
老
尼
が
舞
う
「
柴
垣
」
に
違
い
な
い
。
後
述
す
る
「
京
の

町
」
は
別
に
し
て
、
お
お
む
ね
大
蔵
・
和
泉
両
流
に
共
通
す
る
比
較
的
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
な
演
目
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た
曲
が
、
江
戸
初
期
か
ら
独
立
し
た
演
目
と

し
て
も
演
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

 
承
応
二
年
七
月
十
日
初
出
の
「
京
の
町
」
と
い
う
曲
は
、
現
在
小
舞
と
し
て
は

伝
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
「
ヤ
シ
ヤ
ウ
メ
く
。
京
ノ
町
ニ
ヤ
シ
ヤ
ウ
メ
」
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
4
）

始
ま
る
「
蓮
如
上
人
子
守
歌
」
（
本
来
千
秋
万
歳
の
演
目
か
と
考
え
ら
れ
る
）
と
関

連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
長
々
し
い
詞
章
を
舞
っ
た
と
す
れ
ば
、
例

え
ば
「
あ
ん
の
山
（
兎
）
」
の
よ
う
な
、
イ
ロ
詞
に
よ
る
舞
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

 
総
じ
て
、
こ
の
種
の
小
舞
に
用
い
ら
れ
る
歌
謡
は
、
内
容
的
に
は
（
流
行
歌
謡
の

常
と
し
て
）
男
女
の
恋
を
扱
う
も
の
が
目
立
ち
、
中
に
は
稚
児
愛
好
や
男
色
に
関
わ

る
曲
（
「
小
鼓
」
「
柳
の
下
」
等
）
も
あ
る
。
ま
た
、
か
な
り
卑
俗
な
内
容
を
も
つ
曲

（
享
保
保
教
本
「
信
濃
成
ル
」
等
）
も
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
本
狂
言
に
お
い
て
は
、

江
戸
初
期
以
降
の
洗
練
の
中
で
失
わ
れ
て
い
く
官
能
性
や
卑
俗
な
要
素
が
、
こ
う

し
た
小
舞
謡
に
は
割
合
残
存
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

【
②
イ
運
算
に
よ
る
嗜
子
舞
】

 
天
正
狂
言
本
の
目
録
に
は
、
本
狂
言
の
曲
名
以
外
に
「
○
○
舞
」
と
い
っ
た
曲

名
が
並
ん
で
い
る
（
相
当
す
る
本
文
は
な
し
）
。
さ
ら
に
、
虎
明
本
画
集
類
に
も
同

様
の
「
○
○
舞
」
の
曲
目
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
詞
章
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
松
の
舞
」
コ
扇
の
舞
」
「
鳥
の
舞
」
「
筆
の
舞
」
「
か
ひ
の
ま
い
（
貝
の
舞
）
」
「
菊
の

舞
」
「
星
の
舞
」
「
月
の
舞
」
「
船
の
舞
」
「
歯
舞
」
「
ひ
い
た
る
舞
」
「
松
の
舞
」
「
打

た
る
舞
」
の
十
三
曲
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
「
松
の
舞
」
「
鶉
舞
」
「
菊
の
舞
」
「
ひ
い

た
る
舞
」
の
四
曲
が
天
正
狂
言
本
目
録
に
掲
げ
る
曲
名
と
共
通
す
る
。
さ
ら
に
「
松

の
舞
」
「
鶉
舞
」
の
二
曲
は
、
鷺
流
・
享
保
保
教
本
に
も
詳
細
な
型
付
と
と
も
に
収

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
5
）

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
捻
子
舞
と
称
さ
れ
る
独
特
の
歌
舞
で
あ
る

（
な
お
、
こ
う
し
た
難
子
舞
は
、
初
期
歌
舞
伎
の
面
影
を
伝
え
る
と
さ
れ
る
新
潟
県

柏
崎
市
女
谷
に
伝
わ
る
綾
子
舞
に
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
）
。

 
上
子
舞
は
、
い
わ
ゆ
る
イ
ロ
詞
に
よ
る
詞
章
に
つ
れ
て
一
人
が
舞
い
、
そ
の
間

に
「
○
○
舞
を
見
ま
い
な
」
と
い
う
聖
子
詞
が
入
る
と
こ
ろ
が
、
他
の
小
舞
に
な

い
特
徴
で
あ
る
。
天
正
狂
言
本
目
録
に
あ
り
、
虎
明
豊
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
す
る
と
、
こ
う
し
た
丁
子
舞
も
、
狂
言
役
者
に
と
っ
て
は
、
中
世
以
来
の

レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

 
現
在
で
は
、
大
蔵
流
固
有
曲
「
栗
隈
神
明
」
の
キ
リ
に
お
い
て
「
松
の
舞
」
が
、

大
蔵
・
和
泉
両
流
「
木
六
駄
」
の
酒
盛
の
場
面
で
「
鶉
舞
」
が
舞
わ
れ
る
（
た
だ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
6
）

し
、
和
泉
流
で
は
、
も
と
も
と
舞
わ
ず
、
現
行
演
出
は
鷺
流
の
「
鶉
舞
」
を
取
り

込
ん
だ
も
の
）
が
、
江
戸
末
期
以
前
に
、
右
に
掲
げ
た
離
子
舞
が
本
狂
言
の
中
で
用

い
ら
れ
た
形
跡
は
今
の
と
こ
ろ
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

 
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
息
子
舞
は
一
体
ど
の
よ
う
な
場
で
演
じ
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
中
世
ま
で
の
上
演
記
録
に
見
え
ず
、
（
江
戸
末
期
以
前
に
は
）
本
狂
言
の

中
で
舞
わ
れ
た
形
跡
も
な
い
と
す
れ
ば
、
先
に
引
用
し
た
享
保
保
教
本
「
鶉
」
の

注
記
に
い
う
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
舞
は
、
や
は
り
基
本
的
に
は
、
座
敷
舞
と
し

て
舞
わ
れ
て
い
た
も
の
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
以
下
「
鶉
舞
」
を
例
と
し
、
詞
章
の

表
現
・
内
容
の
面
か
ら
、
こ
う
し
た
嗜
子
舞
の
性
格
を
さ
ら
に
考
え
て
お
き
た
い
。

 
虎
明
本
々
集
類
「
鶉
舞
」
の
冒
頭
が
「
唯
今
の
お
さ
か
な
に
、
鶉
一
羽
ゐ
ん
と

て
」
と
い
う
文
句
で
あ
る
こ
と
は
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
（
享
保
保
教
本
は
「
初
春

ノ
慰
二
」
と
始
ま
る
）
。
特
に
傍
線
部
は
、
本
来
、
こ
れ
が
宴
席
の
急
な
所
望
に
答

え
る
芸
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
1
7
）

 
「
鶉
舞
」
は
、
千
秋
万
歳
の
芸
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
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他
芸
能
の
演
目
を
取
り
込
ん
だ
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
確
か
に
『
千
秋
万
歳
唄
』
の

中
に
は
、
「
都
久
志
舞
」
と
い
う
鶴
退
治
を
扱
っ
た
、
類
似
し
た
舞
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
虎
明
本
中
集
類
所
収
の
「
鶉
舞
」
と
は
詞
章
の
上
で
は

あ
ま
り
一
致
し
な
い
。

 
「
鶉
豆
」
は
、
鶉
を
射
よ
う
と
大
仰
に
弓
矢
を
持
ち
出
す
が
、
結
局
そ
れ
を
使

わ
ず
、
手
で
捕
ら
え
よ
う
と
し
て
、
「
こ
き
や
ろ
う
（
「
胡
鬼
-
羽
根
突
き
の
羽
根
一

遣
ろ
う
」
を
掛
け
る
）
と
な
ひ
た
は
」
（
虎
明
智
）
、
「
平
々
見
レ
木
ノ
葉
ジ
ヤ
」
（
享

保
保
教
本
）
、
な
ど
と
い
う
落
ち
を
つ
け
る
あ
た
り
、
い
か
に
も
狂
言
的
で
あ
り
、

な
お
か
つ
そ
れ
に
写
実
的
・
物
真
似
的
な
所
作
を
伴
っ
て
舞
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
天
正
狂
言
本
目
録
・
虎
明
本
・
享
保
保
教
本
に
共
通
し
て
見
え
る
「
松
の

舞
」
も
、
祝
言
的
な
松
尽
く
し
と
と
も
に
、
十
七
八
の
女
性
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出

し
て
胡
鬼
板
で
頭
を
張
ら
れ
る
と
い
う
コ
ミ
カ
ル
な
場
面
を
も
描
き
込
む
こ
と
を

指
摘
し
て
お
き
た
い
。

 
狂
言
伝
承
の
嚢
子
舞
に
は
、
単
な
る
祝
言
性
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
に
滑
稽

性
が
特
に
加
味
さ
れ
た
曲
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
で
、

ど
ち
か
と
い
え
ぼ
祝
言
性
に
重
点
を
お
く
千
秋
万
歳
の
演
目
「
都
久
志
舞
」
と
は

一
線
を
画
す
る
よ
う
で
あ
る
。

 
こ
の
よ
う
な
イ
吊
出
に
よ
る
仕
方
を
伴
っ
た
一
種
の
語
り
舞
は
、
本
狂
言
の
「
茶

壼
」
に
も
存
し
て
い
る
。
中
国
方
の
者
が
栂
尾
へ
茶
を
買
い
に
行
き
、
そ
の
帰
り

に
、
昆
陽
野
の
宿
の
遊
女
に
つ
か
ま
っ
て
酒
を
強
い
ら
れ
た
さ
ま
を
イ
ロ
詞
に
よ

っ
て
語
り
つ
つ
舞
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
狂
言
は
、
天
正
狂
言
本
に
記
載
さ
れ
て

お
り
、
天
文
十
五
年
六
月
九
日
生
玉
遷
宮
能
に
お
け
る
上
演
記
録
（
『
証
如
上
人
日

記
』
）
も
あ
っ
て
、
室
町
期
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
イ
ロ
詞
に
よ

っ
て
語
り
舞
う
こ
と
は
、
狂
言
役
者
が
案
外
古
く
か
ら
獲
得
し
て
い
た
技
法
な
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
先
に
触
れ
た
専
用
の
歌
謡
を
用
い
る
曲
の
中
に
も
、
「
兎
」
の

よ
う
な
、
イ
自
署
に
よ
る
舞
が
あ
っ
た
。

 
総
じ
て
、
早
算
本
章
集
類
に
収
め
る
「
○
○
舞
」
は
、
表
現
上
は
多
く
物
尽
く

し
の
体
裁
を
と
っ
て
い
る
が
、
能
や
間
狂
言
の
詞
章
を
基
に
し
た
り
（
「
船
の
舞
」

「
星
の
舞
」
「
梅
の
舞
」
等
）
、
「
ひ
い
た
る
舞
」
に
は
、
能
「
水
汲
」
ク
セ
に
も
引

く
『
閑
吟
集
』
二
五
六
番
歌
謡
（
「
人
の
心
と
堅
田
の
網
と
は
夜
こ
そ
引
き
よ
け
れ

…
昼
は
人
目
の
繁
け
れ
ば
」
）
を
踏
ま
え
た
表
現
も
認
め
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と

は
、
こ
れ
ら
の
嗜
子
舞
の
詞
章
の
形
成
に
、
能
・
狂
言
側
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
唆
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

 
曉
子
舞
は
、
芸
態
的
に
は
、
千
秋
万
歳
（
も
し
く
は
そ
の
他
の
芸
能
者
）
が
伝

え
て
い
た
よ
う
な
祝
福
芸
を
原
型
と
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
狂
言
伝
承

の
舞
の
多
く
は
、
猿
楽
（
特
に
狂
言
）
の
側
で
、
座
敷
舞
と
し
て
創
作
（
少
な
く
と
も

型
付
）
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。

【
③
能
謡
を
用
い
る
曲
】

 
『
八
帖
花
伝
書
』
巻
六
に
、
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

 
 
一
、
海
士
の
玉
の
段
、
う
と
ふ
の
き
り
、
狂
言
に
も
と
き
て
磁
器
あ
り
、
か

 
 
様
の
た
く
み
お
ほ
し
、
能
す
る
人
の
心
か
け
に
、
さ
や
う
の
狂
言
に
自
然
似

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 

 
 
た
る
所
の
な
き
や
う
に
た
し
な
む
へ
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
古
活
字
本
）

「
海
人
」
の
玉
の
段
、
「
善
知
鳥
」
の
キ
リ
を
狂
言
に
も
ど
い
て
舞
う
と
あ
る
。
『
八

帖
花
伝
書
』
は
室
町
後
期
の
所
説
を
集
め
た
伝
書
で
あ
り
、
中
世
末
期
に
は
す
で

に
、
能
の
一
部
を
狂
言
役
者
が
も
ど
い
て
舞
う
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し

か
も
、
能
を
演
じ
る
人
の
心
掛
け
に
は
、
狂
言
に
似
な
い
よ
う
に
た
し
な
め
と
あ

る
か
ら
に
は
、
狂
言
独
自
の
舞
の
型
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
る
。

 
江
戸
初
期
の
番
組
に
よ
る
と
、
「
海
人
」
「
鵜
飼
」
「
索
具
」
「
大
山
木
（
泰
山
府
君
）
」

「
土
車
」
「
道
明
寺
」
「
春
事
（
雪
山
）
」
「
紅
葉
狩
」
が
独
立
し
た
小
舞
と
し
て
、
狂

言
役
者
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
初
出
の
年

月
日
・
場
所
・
演
者
は
以
下
の
通
り
（
『
古
里
御
能
組
』
）
。

 
「
景
清
」
 
 
 
 
 
 
承
応
二
年
五
月
十
八
日
、
江
戸
相
馬
長
門
守
邸
、
大

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
二
八
右
衛
門
。
（
天
理
本
「
財
宝
」
に
「
景
清
」
を
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「
土
車
」

「
春
事
（
雪
山
）
」

「
道
明
寺
」

「
鵜
飼
（
鵜
の
段
）
」

「
海
人
」

「
紅
葉
狩
」

「
鵜
飼
（
キ
リ
）
」

「
大
山
木
」

右
の
う
ち
、
「
土
車
」
は
、

と
い
う
記
事
が
あ
り
、
貞
享
松
井
本
（
間
狂
言
）
に
も
、

が
舞
う
こ
と
が
見
え
る
。

 
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
能
謡
を
用
い
る
も
の
に
関
し
て
は
、
鷺
流
の
伝
承
が
特

に
注
目
さ
れ
る
。
鷺
流
伝
承
の
小
舞
の
曲
目
を
知
る
に
は
、
古
川
久
氏
・
小
林
責

氏
編
『
狂
言
辞
典
 
資
料
編
』
（
東
京
堂
出
版
、
昭
6
0
）
所
収
「
小
舞
謡
一
覧
」
が

有
益
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
主
と
し
て
、
江
戸
末
期
の
名
寄
を
基
に
作
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
鷺
流
、
特
に
伝
右
衛
門
派
の
曲
目
に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
名
寄
以

 
舞
う
こ
と
が
見
え
る
が
、
こ
れ
と
は
別
曲
か
）

承
応
二
年
六
月
十
九
日
、
江
戸
保
科
肥
後
守
正
之
邸
、

 
脇
本
佐
左
衛
門
・
長
命
弥
二
兵
衛
。

承
応
三
年
六
月
十
二
日
、
江
戸
松
平
下
総
守
邸
、
大

 
蔵
弥
太
郎
・
八
右
衛
門
・
長
大
夫
。
（
狂
言
「
若
菜
」

 
の
謡
の
一
部
と
し
て
、
す
で
に
天
正
狂
言
本
に
見

 
え
る
。
本
来
、
世
阿
弥
『
五
音
』
所
収
の
謡
物
）

承
応
三
年
六
月
十
四
日
、
江
戸
細
川
越
中
守
邸
、
大

 
蔵
八
右
衛
門
。

明
暦
元
年
八
月
二
十
二
日
、
江
戸
大
久
保
加
賀
守
邸
、

 
大
蔵
弥
右
衛
門
。

万
治
二
年
七
月
八
日
、
江
戸
小
笠
原
右
近
大
夫
邸
、

 
大
蔵
八
右
衛
門
。
（
こ
れ
よ
り
以
前
、
『
八
帖
花
伝

 
書
』
に
曲
名
が
見
え
る
）

万
治
二
年
七
月
八
日
、
同
右
、
鷺
伝
右
衛
門
。

万
治
三
年
六
月
十
日
、
江
戸
尾
張
中
納
言
邸
、
大
蔵

 
八
右
衛
門
。

寛
文
元
年
閏
八
月
二
十
五
日
、
江
戸
太
田
備
中
尊
邸
、

 
大
蔵
彦
五
郎
。

先
述
の
通
り
『
わ
ら
ん
べ
草
』
に
大
蔵
虎
明
が
舞
っ
た

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
三
井
寺
」
の
ア
イ
の
能
力

外
に
も
、
も
と
常
磐
松
文
庫
本
の
一
部
で
あ
っ
た
法
政
大
学
能
楽
研
究
所
蔵
『
小

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
0
）

舞
集
』
や
山
口
市
に
伝
承
さ
れ
る
小
舞
集
を
も
視
野
に
入
れ
た
上
で
、
今
一
度
整

理
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

 
鷺
流
は
、
近
世
の
時
点
で
は
、
大
蔵
流
と
比
べ
て
小
舞
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
多

か
っ
た
。
特
に
伝
右
衛
門
派
に
そ
う
し
た
傾
向
が
う
か
が
え
る
よ
う
で
あ
る
。

 
つ
ま
り
、
必
然
的
に
鷺
流
独
自
の
曲
が
多
く
あ
る
わ
け
で
、
そ
の
中
で
も
目
立

つ
の
が
能
の
一
部
を
舞
う
も
の
で
あ
る
。
特
に
仕
舞
の
狂
言
化
と
で
も
い
う
べ
き

曲
が
多
く
、
享
保
保
教
本
で
は
、
型
付
を
記
す
曲
だ
け
で
も
「
泰
山
府
君
」
以
下

十
六
曲
を
数
え
、
そ
の
う
ち
十
三
曲
に
つ
い
て
は
、
初
代
鷺
伝
右
衛
門
了
意
の
型

付
に
よ
る
と
す
る
。
そ
の
所
作
に
は
、
語
呂
合
わ
せ
に
よ
っ
て
読
み
替
え
た
文
句

に
付
け
た
滑
稽
な
型
が
し
ば
し
ば
含
ま
れ
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヲ
シ
ロ
イ
ユ
ヒ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヒ
タ
イ
 
 
 
 
ホ
ウ

 
 
ト
リ
く
化
生
ト
扇
左
へ
青
月
ニ
テ
白
粉
花
焦
付
ル
テ
イ
シ
テ
額
左
ノ
顧

 
 
 
 
ホ
ウ

 
 
右
ノ
願
ヘ
ク
ル
く
廻
シ
ヌ
ル
テ
イ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
紅
葉
狩
」
）

こ
れ
は
、
「
と
り
ど
り
化
生
の
姿
を
現
し
」
と
い
う
箇
所
の
「
化
生
」
（
化
け
物
の

意
）
を
「
化
粧
」
に
と
り
な
し
て
、
白
粉
を
塗
る
様
を
見
せ
る
も
の
。
あ
る
い
は
、

 
 
花
ヲ
仏
ト
鼻
ヲ
ツ
カ
ム
様
ニ
シ
テ
扇
ヘ
ノ
セ
両
手
ニ
テ
サ
シ
出
シ
、
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
卒
都
婆
小
町
」
）

と
、
「
花
を
仏
に
手
向
け
つ
つ
」
と
い
う
箇
所
で
、
「
花
」
を
「
鼻
」
に
と
り
な
し

て
、
鼻
を
つ
か
み
扇
に
載
せ
て
手
向
け
る
型
を
す
る
の
で
あ
る
。

 
そ
の
他
に
も
、
鷺
流
の
こ
の
種
の
小
舞
に
は
、
か
な
り
お
ど
け
た
所
作
を
当
て

る
例
が
多
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
カ

 
○
楽
ハ
何
ゾ
ト
左
ノ
耳
ノ
垢
ヲ
取
、
ノ
ビ
上
り
聞
テ
イ
 
 
 
 
 
（
「
小
々
」
）

 
○
男
巫
日
月
ト
指
丸
ク
シ
テ
目
路
ア
テ
…
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
紅
葉
狩
」
）

 
○
ツ
ル
ギ
ト
左
二
太
刀
持
タ
ル
様
二
月
ヲ
持
右
ニ
テ
ヌ
ク
テ
イ
 
少
ヌ
ケ
カ
ネ

 
 
タ
ル
様
ニ
ヌ
ク
、
ケ
様
ノ
所
狂
言
ナ
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
）

 
○
氷
ノ
コ
ト
ク
ナ
ル
ト
扇
左
へ
刀
ノ
心
二
持
右
ニ
ヌ
ク
、
ヌ
ケ
三
子
タ
ル
様
ニ

 
 
シ
テ
ツ
・
ト
ヌ
キ
ハ
ナ
シ
タ
ル
テ
イ
ニ
ス
ル
 
 
 
 
 
 
 
（
「
藤
渡
」
）

一8一



狂言小舞の性格

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
エ
リ

 
○
彼
岸
ニ
ト
向
ヲ
見
右
へ
廻
ル
、
此
内
扇
ヒ
ラ
キ
テ
欝
屈
サ
シ
弥
陀
ノ
テ
イ
シ

 
 
テ
左
右
ニ
テ
留
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
同
）

 
○
人
々
悦
ト
頭
ヲ
タ
・
キ
テ
悦
引
ア
ク
ル
テ
イ
シ
、
右
へ
廻
り
、
ウ
カ
ミ
ト
フ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ク
ッ
サ
メ

 
 
う
く
ト
正
面
へ
向
、
ア
・
憐
情
ト
留
ル
 
 
 
 
 
 
 
 
（
「
海
士
」
）

一
般
に
小
舞
の
型
に
は
、
（
特
に
大
蔵
流
に
お
い
て
）
写
実
的
・
表
意
的
な
も
の
（
要

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
2
1
）

す
る
に
当
て
ぶ
り
）
が
多
い
と
さ
れ
る
が
、
能
謡
を
用
い
た
曲
で
、
右
の
よ
う
な

お
ど
け
た
型
、
と
り
わ
け
謡
の
文
句
を
語
呂
合
わ
せ
に
よ
っ
て
読
み
替
え
た
上
で

物
真
似
的
な
所
作
を
す
る
こ
と
な
ど
は
、
鷺
流
の
小
舞
に
限
っ
て
見
出
さ
れ
る
よ

う
で
あ
る
。

 
ま
た
、
こ
れ
ら
の
曲
に
は
、
「
仕
手
柱
ニ
ヨ
リ
カ
・
ル
」
（
「
藤
渡
」
）
と
い
っ
た

型
付
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
舞
台
で
演
じ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

 
こ
う
し
た
傾
向
の
小
舞
が
、
な
ぜ
多
く
鷺
流
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
は
存
す
る
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
あ
ろ
う
か
。
少
な
く
と
も
江
戸
初
期
に
は
成
立
し
て
い
た
ら
し
い
「
仕
舞
」
と

い
う
能
の
略
式
演
奏
形
態
を
踏
ま
え
、
そ
れ
を
所
作
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
ど
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
狂
言
に
お
け
る
新
風
の
小
舞
を
作
り
上
げ
よ
う
と
し
た
も
の
か
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

 
鷺
流
の
小
舞
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
こ
の
流
儀
の
性
格
を
と
ら
え
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
は
ず
で
あ
る
。
橋
本
朝
生
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
鷺
流
固
有

の
本
狂
言
「
鷺
」
の
形
成
の
核
に
な
っ
た
の
が
鷺
の
物
真
似
を
す
る
座
敷
舞
で
あ

 
（
2
3
）

つ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
流
儀
の
名
の
由
来
と
も
関
わ
っ
て
、
こ
と
さ
ら
鷺
流
に
お

い
て
は
、
そ
う
し
た
座
敷
舞
を
大
事
に
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

 
そ
も
そ
も
小
舞
の
詞
章
を
ま
と
め
て
記
載
し
た
の
は
、
現
存
す
る
諸
台
本
の
中

で
は
、
享
保
保
教
本
を
も
っ
て
礪
矢
と
す
る
。
こ
の
事
実
か
ら
し
て
も
、
鷺
流
で

は
小
舞
の
伝
承
を
特
に
重
視
し
て
い
た
ふ
し
が
あ
る
。

 
そ
の
意
味
で
も
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
山
口
に
伝
わ
る
小
舞
集
が
注
目
さ
れ

る
。
周
知
の
通
り
、
山
口
市
に
は
、
鷺
伝
右
衛
門
派
の
芸
脈
が
今
に
伝
え
ら
れ
て

お
り
、
狂
言
本
及
び
小
舞
集
が
か
な
り
伝
存
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
春
日
庄
作
自

 
 
 
 
（
2
4
）

筆
の
小
舞
集
（
山
口
県
立
大
学
蔵
『
小
舞
仕
方
附
 
上
下
』
、
『
鷺
流
狂
言
 
小
舞
仕

方
附
 
別
冊
第
武
号
』
、
『
〔
土
車
 
他
〕
』
、
『
〔
葛
城
 
他
〕
』
の
四
冊
）
は
、
型
付
を

記
す
点
で
貴
重
で
あ
る
。
そ
の
型
付
は
、
享
保
保
教
本
の
そ
れ
に
一
致
す
る
も
の

が
多
い
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
も
明
治
期
の
書
写
で
は
あ
る

が
、
鷺
伝
右
衛
門
派
に
お
け
る
小
舞
の
伝
承
を
考
え
る
上
で
、
山
口
伝
存
の
小
舞

集
は
重
要
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

【
④
本
狂
言
や
間
狂
言
の
一
部
を
独
立
さ
せ
た
曲
】

 
小
舞
に
は
、
本
狂
言
や
間
狂
言
の
一
部
（
も
ち
ろ
ん
謡
の
部
分
）
を
独
立
さ
せ
て

舞
う
場
合
も
あ
り
、
と
り
わ
け
百
姓
狂
言
「
三
人
夫
」
や
「
餅
酒
」
の
キ
リ
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
類
の
中
で
も
特
に
早
い
上
演
記
録
が
認
め
ら
れ
る
。

 
こ
の
種
の
小
舞
に
関
す
る
江
戸
初
期
の
上
演
記
録
の
初
出
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
（
『
古
地
御
能
組
』
）
。

「
三
人
夫
」

「
餅
酒
」

「
鴉
雁
金
」

「
松
ゆ
ず
り
は
」

 
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
事
例
は
小
舞
と
い
う
よ
り
、

演
と
見
た
方
が
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
江
戸
初
期
に
は
、
「
鞍
馬
参
」
の
キ
リ
（
寛

永
元
年
九
月
二
十
日
等
）
や
「
今
参
」
の
キ
リ
（
万
治
三
年
四
月
十
八
日
等
）
も
独
立

し
て
演
じ
ら
れ
た
例
が
あ
る
。

 
そ
の
よ
う
な
略
式
上
演
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
能
の
略

寛
永
元
年
八
月
十
七
日
、
江
戸
上
野
寛
永
寺
、
大
蔵
弥
右
衛

 
門
・
弥
太
郎
・
八
右
衛
門
。

寛
永
元
年
九
月
二
十
日
、
江
戸
金
地
院
、
大
蔵
弥
右
衛
門
・

 
弥
太
郎
・
八
右
衛
門
。

寛
永
十
四
年
七
月
十
六
日
、
江
戸
城
西
丸
、
逆
水
五
郎
兵
衛
・

 
鷺
伝
右
衛
門
。

寛
永
十
四
年
七
月
十
六
日
、
同
右
、
大
蔵
八
右
衛
門
・
松
井

 
喜
左
衛
門
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
実
質
的
に
は
狂
言
の
略
式
上
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式
演
奏
の
影
響
で
あ
ろ
う
か
。
現
行
で
は
こ
う
し
た
曲
の
他
に
、

及
び
間
狂
言
の
謡
の
部
分
を
舞
う
も
の
が
加
わ
っ
て
い
る
。

お
わ
り
に

舞
狂
言
の
一
部

 
小
舞
と
い
う
芸
に
つ
い
て
は
、
酒
宴
の
興
と
し
て
、
時
に
は
急
な
所
望
に
も
応

じ
て
演
じ
ら
れ
る
、
座
敷
芸
と
し
て
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
、
あ
ら
た
め

て
注
目
し
た
い
。
宴
席
の
興
に
音
曲
が
求
め
ら
れ
る
の
は
常
の
こ
と
で
あ
る
。
座

敷
に
設
け
ら
れ
た
宴
席
で
、
能
・
狂
言
役
者
そ
の
他
の
芸
能
者
が
歌
舞
の
芸
を
披

露
す
る
こ
と
は
室
町
～
織
豊
期
の
記
録
（
『
蔭
涼
軒
日
録
』
『
上
井
覚
兼
日
記
』
等
）

に
も
見
え
る
が
、
ま
だ
「
小
舞
」
と
い
う
呼
称
は
定
着
し
て
い
な
か
っ
た
。

 
宴
席
で
の
所
望
に
応
え
る
際
、
能
役
者
は
、
本
芸
た
る
能
の
一
部
を
す
ぐ
さ
ま

謡
い
ま
た
は
舞
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
狂
言
役
者
は
必
ず
し
も
そ
う
は
い
か
な
い
。

そ
こ
で
、
当
時
流
行
の
歌
謡
に
合
わ
せ
て
舞
う
、
あ
る
い
は
能
の
一
部
を
も
ど
い

て
舞
う
こ
と
な
ど
が
、
自
然
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
中
世
末
期

の
時
点
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
舞
が
、
狂
言
役
者
の
芸
域
に
あ
っ
た
こ
と
が
推

測
さ
れ
る
。

 
そ
う
し
た
舞
は
、
一
方
で
、
本
狂
言
中
の
酒
盛
の
場
面
に
も
用
い
ら
れ
た
。
そ

れ
は
実
際
の
宴
席
に
お
い
て
行
な
わ
れ
て
い
た
芸
の
反
映
で
も
あ
ろ
う
。
天
正
狂

言
本
に
記
載
さ
れ
た
狂
言
曲
目
に
は
、
た
い
て
い
の
酒
盛
の
場
に
、
「
舞
」
を
舞
う

 
 
 
 
（
2
5
）

こ
と
を
記
す
。
そ
れ
ら
を
明
確
に
「
小
舞
」
と
記
し
た
の
は
、
寛
永
十
九
年
成
立

の
虎
明
器
を
も
っ
て
最
初
と
す
る
。

 
本
狂
言
の
中
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
、
小
舞
は
、
表
向
き
の
舞
台
芸
と
し
て
の

性
格
を
も
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
と
と
も
に
、
舞
台
で
は
用
い

ず
、
依
然
と
し
て
座
敷
の
み
で
舞
わ
れ
る
小
舞
も
存
在
し
て
い
た
。
特
に
、
イ
ロ

詞
に
よ
る
曉
子
舞
の
類
は
、
享
保
保
教
本
の
注
記
に
よ
れ
ば
、
も
と
も
と
そ
う
し

た
座
敷
専
用
の
演
目
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
で
あ
る
。

 
江
戸
初
期
の
寛
永
頃
に
は
、
本
狂
言
の
一
部
と
し
て
の
歌
舞
の
部
分
を
演
じ
る

略
式
上
演
の
形
態
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
承
応
初
年
頃
か
ら
、
小

舞
独
自
の
曲
や
能
謡
を
用
い
た
曲
も
、
独
立
し
た
演
目
と
し
て
番
組
に
見
え
る
よ

う
に
な
っ
た
。

 
小
舞
に
用
い
ら
れ
る
歌
謡
の
中
に
は
、
本
狂
言
に
お
い
て
は
江
戸
初
期
以
降
次

第
に
失
わ
れ
て
い
く
卑
俗
な
要
素
や
近
世
芸
能
に
も
通
じ
る
官
能
性
が
残
存
し
て

い
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
多
く
中
世
後
期
～
近
世
初
期
の
歌
謡
と
も
関
連
・
交

渉
を
も
つ
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
他
の
芸
能
と
の
回
路
と
し
て
の
性
格
も
小
舞
に

は
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

 
今
回
は
、
小
舞
に
関
す
る
基
礎
的
な
問
題
に
つ
い
て
、
一
応
の
整
理
を
試
み
た
。

本
狂
言
と
と
も
に
、
小
舞
に
も
固
有
の
歴
史
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
小
舞
に
つ
い

て
考
察
す
べ
き
こ
と
は
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。

注（
1
）
池
田
廣
司
氏
『
狂
言
歌
謡
研
究
集
成
』
（
風
間
書
房
、
平
4
）
、
北
川
忠
彦
氏

 
 
『
狂
言
歌
謡
考
』
（
和
泉
書
院
、
平
8
）
が
代
表
的
研
究
書
で
あ
る
。

（
2
）
羽
田
艇
氏
・
松
本
擁
氏
「
狂
言
の
動
作
単
元
（
一
）
1
和
泉
流
小
舞
に
つ
い

 
 
て
」
（
『
芸
能
の
科
学
1
4
 
芸
能
論
考
田
』
昭
5
7
・
3
）
。
同
「
狂
言
の
動
作
単

 
 
元
（
二
）
-
大
蔵
流
小
舞
に
つ
い
て
」
（
『
芸
能
の
科
学
1
5
 
芸
能
論
考
㎜
』

 
 
昭
6
0
・
3
）
。

（
3
）
以
下
、
『
わ
ら
ん
べ
草
』
の
引
用
は
、
増
補
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
8
『
謡

 
 
曲
 
狂
言
』
（
三
省
堂
、
昭
5
2
）
所
収
の
「
校
注
わ
ら
ん
べ
草
」
に
よ
る
。

（
4
）
増
補
続
史
料
大
成
『
蔭
涼
軒
日
録
』
二
（
臨
川
書
店
、
昭
5
3
）
に
よ
る
（
返
り
点

 
 
は
省
い
た
）
。

（
5
）
嗜
子
伝
書
で
あ
る
広
大
本
『
宮
増
伝
書
』
の
う
ち
『
笛
ノ
本
』
に
コ
、
狂

 
 
言
舞
ノ
地
ハ
常
ノ
舞
ノ
い
か
に
も
フ
シ
ナ
シ
ニ
ア
ト
ヲ
不
引
、
お
い
か
け
テ

 
 
草
二
吹
也
、
手
不
可
吹
。
口
伝
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
笛
（
あ
る
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狂言小舞の性格

 
 
い
は
そ
の
他
の
孟
子
）
を
伴
う
舞
の
こ
と
で
あ
る
。
「
餅
酒
」
な
ど
で
舞
う
舞

 
 
（
今
日
で
い
う
三
段
ノ
舞
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
離
子
方
が
同
席
し
て
い
れ

 
 
ば
、
こ
の
よ
う
な
舞
を
宴
席
で
舞
う
こ
と
も
あ
っ
た
か
。

（
6
）
宮
本
圭
造
氏
「
能
大
夫
小
畠
了
達
と
そ
の
一
族
-
江
戸
前
期
京
都
能
界
の
一

 
 
面
一
」
（
『
藝
能
史
研
究
』
研
、
平
1
4
・
4
）
。

（
7
）
最
古
の
狂
言
文
献
で
あ
る
天
正
狂
言
本
に
は
、
「
小
舞
」
と
い
う
語
は
一
切
見

 
 
出
せ
な
い
。
た
だ
し
、
「
酒
も
り
す
る
、
た
か
ひ
に
舞
」
（
「
盗
人
連
歌
」
）
、
「
や

 
 
か
て
出
合
て
酒
も
り
す
る
、
せ
う
と
舞
、
む
子
立
て
舞
」
（
「
懐
中
智
」
）
、
「
酒

 
 
 
マ
マ
 

 
 
ぬ
す
て
の
む
、
た
か
い
に
舞
」
（
「
棒
縛
」
）
、
「
さ
て
酒
も
り
す
る
、
む
子
立
て

 
 
舞
、
せ
う
と
大
郎
く
わ
し
や
と
う
し
ろ
と
く
を
合
て
舞
」
（
「
袴
裂
き
」
）
、

 
 
「
酒
も
り
す
る
、
お
や
も
子
も
舞
」
（
「
比
丘
貞
」
）
等
、
酒
盛
の
場
で
舞
を
演

 
 
じ
る
と
い
う
演
出
は
明
記
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）
田
口
和
夫
氏
「
鷺
流
狂
言
小
論
 
二
 
鷺
保
教
本
の
注
記
か
ら
1
近
世
初
期

 
 
狂
言
の
生
態
1
」
（
『
能
・
狂
言
研
究
』
三
弥
井
書
店
、
平
9
所
収
）
。
な
お
、

 
 
こ
の
論
考
で
は
、
座
敷
狂
言
と
い
う
形
態
が
近
世
に
お
け
る
狂
言
洗
練
化
へ

 
 
の
最
大
の
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
9
）
早
く
、
世
阿
弥
『
花
鏡
』
「
序
破
急
之
事
」
に
座
敷
で
の
急
な
所
望
に
応
え
る

 
 
際
の
心
得
が
記
さ
れ
、
金
春
禅
鳳
『
薄
端
私
珍
抄
』
『
反
古
裏
の
書
』
『
禅
鳳

 
 
雑
談
』
、
あ
る
い
は
『
青
身
袖
下
』
の
よ
う
な
中
世
末
期
の
能
伝
書
に
も
、
座

 
 
敷
で
の
謡
や
舞
に
関
す
る
注
意
が
し
ば
し
ば
見
出
さ
れ
る
。

（
1
0
）
赤
松
俊
秀
氏
校
注
『
隔
萱
門
記
』
（
鹿
苑
寺
、
昭
3
3
～
3
9
）
に
よ
る
。

（
1
1
）
『
狂
言
辞
典
 
事
項
編
』
「
小
舞
」
で
は
、
室
町
時
代
の
民
謡
だ
っ
た
ら
し
い

 
 
曲
、
近
世
初
期
か
ぶ
き
歌
謡
を
取
り
入
れ
た
と
思
わ
れ
る
曲
、
能
の
一
部
を

 
 
独
立
さ
せ
た
曲
、
祝
言
用
に
創
作
し
た
曲
、
の
四
つ
に
分
け
る
。
『
日
本
古
典

 
 
文
学
大
辞
典
』
第
二
巻
「
小
舞
」
（
服
部
幸
雄
氏
）
は
、
①
中
世
末
か
ら
近
世

 
 
初
頭
に
か
け
て
の
流
行
小
歌
や
踊
歌
を
拍
子
に
合
う
小
舞
謡
に
直
し
、
舞
台

 
 
式
で
演
ず
る
も
の
、
②
能
の
】
部
を
取
り
入
れ
た
も
の
、
③
狂
言
小
歌
で
舞

 
 
う
も
の
、
の
三
つ
に
分
類
す
る
。
ま
た
池
田
廣
司
氏
『
狂
言
歌
謡
研
究
集
成
』

 
 
で
は
、
小
舞
謡
に
関
し
て
、
初
期
歌
舞
伎
歌
謡
と
共
通
の
も
の
、
狂
言
の
中

 
 
の
歌
舞
の
部
分
を
取
り
上
げ
た
も
の
、
狂
言
の
キ
リ
の
祝
言
舞
を
取
り
上
げ

 
 
た
も
の
、
能
の
仕
舞
を
狂
言
風
に
演
じ
る
も
の
、
能
の
ア
イ
の
舞
を
小
舞
と

 
 
し
て
取
り
上
げ
た
も
の
、
祝
言
の
離
子
舞
、
の
六
つ
に
分
類
す
る
。

（
1
2
）
江
戸
初
期
番
組
の
検
索
は
、
演
能
記
録
調
査
グ
ル
ー
プ
（
代
表
、
表
音
氏
）
編

 
 
「
江
戸
初
期
能
番
組
七
種
（
そ
の
三
）
一
「
番
組
要
綱
」
と
曲
名
・
演
者
名
索

 
 
引
1
」
（
『
能
楽
研
究
』
2
4
、
平
1
2
・
3
）
に
よ
る
。

（
1
3
）
田
口
和
夫
氏
「
狂
言
小
論
 
三
 
小
歌
〈
五
月
雨
〉
柄
漏
り
傘
」
（
『
能
・
狂

 
 
言
研
究
』
三
弥
井
書
店
、
平
9
所
収
）
。

（
1
4
）
高
橋
喜
一
氏
・
源
義
春
氏
「
蓮
如
上
人
子
守
歌
に
つ
い
て
1
千
秋
万
歳
歌
の

 
 
一
形
態
1
」
（
『
藝
能
史
研
究
』
5
9
、
昭
5
2
・
1
0
）
。
な
お
、
天
正
狂
言
本
目
録

 
 
に
も
「
や
し
ゃ
う
め
」
と
い
う
曲
名
が
見
え
る
。

（
1
5
）
こ
の
他
、
天
正
狂
言
本
に
も
見
え
る
「
地
蔵
舞
（
坊
）
」
で
は
、
旅
の
僧
に
よ

 
 
っ
て
地
蔵
舞
が
舞
わ
れ
、
こ
れ
も
こ
の
種
の
量
子
舞
を
取
り
込
ん
だ
よ
う
に

 
 
見
え
る
。
し
か
し
、
天
正
本
と
近
世
諸
流
台
本
と
で
は
、
こ
の
部
分
に
相
違

 
 
が
あ
り
、
天
正
本
で
は
離
子
舞
で
は
な
く
、
単
な
る
謡
の
よ
う
で
あ
る
。
近

 
 
世
初
期
以
降
の
諸
流
台
本
に
見
え
る
地
蔵
舞
は
、
既
存
の
嗜
子
舞
を
参
考
に

 
 
し
て
、
狂
言
「
地
蔵
舞
」
専
用
の
詞
章
と
し
て
、
そ
れ
ら
し
く
創
作
さ
れ
た

 
 
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

（
1
6
）
鷺
流
仁
右
衛
門
派
で
は
、
江
戸
末
期
の
安
政
賢
草
本
等
に
お
い
て
、
峠
の
茶

 
 
屋
に
お
け
る
酒
盛
の
場
で
の
太
郎
冠
者
の
舞
と
し
て
「
鶉
舞
」
が
用
い
ら
れ

 
 
た
。
橋
本
朝
生
氏
「
〈
木
六
駄
〉
の
形
成
と
展
開
」
（
『
狂
言
の
形
成
と
展
開
』

 
 
み
づ
き
書
房
、
平
8
所
収
）
参
照
。

（
1
7
）
注
（
1
6
）
の
橋
本
朝
生
氏
論
考
。

（
1
8
）
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
第
二
巻
 
田
楽
・
猿
楽
』
（
ゴ
ニ
書
房
、
昭
4
9
）

 
 
所
収
。
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（
1
9
）
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
『
能
楽
資
料
集
』
（
早
稲
田
大
学
出
版
局
、
昭

 
 
6
3
）
に
よ
る
。

（
2
0
）
山
口
伝
承
の
小
舞
に
つ
い
て
は
、
鷺
流
狂
言
記
録
作
成
委
員
会
編
『
山
口
鷺

 
 
流
狂
言
資
料
集
成
』
（
山
口
市
教
育
委
員
会
、
平
1
3
）
に
翻
刻
及
び
写
真
が
収

 
 
め
ら
れ
て
い
る
。

（
2
1
）
羽
田
艇
氏
・
松
本
擁
氏
「
狂
言
の
動
作
単
元
（
二
）
一
大
蔵
流
小
舞
に
つ
い

 
 
て
」
（
『
芸
能
の
科
学
1
5
 
芸
能
論
考
皿
』
昭
6
0
・
3
）
。

（
2
2
）
例
え
ば
、
寛
永
十
六
年
九
月
二
十
九
日
に
は
、
宝
生
九
郎
、
金
春
八
左
衛
門
、

 
 
大
蔵
正
左
衛
門
に
よ
る
「
壼
折
仕
舞
」
（
曲
は
不
明
）
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
（
『
古

 
 
之
御
能
組
』
）
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
舞
唯
子
の
一
種
ら
し
い
。
仕
舞
の
歴
史
に

 
 
つ
い
て
は
、
表
章
氏
「
仕
舞
の
歴
史
的
考
察
」
（
『
能
楽
史
新
考
（
一
）
』
わ
ん

 
 
や
書
店
、
昭
5
4
所
収
）
、
「
江
戸
初
期
の
仕
舞
（
上
）
（
中
）
（
下
）
1
「
仕
舞

 
 
の
歴
史
的
考
察
」
追
考
1
」
（
『
観
世
』
昭
5
5
・
2
、
5
、
7
）
参
照
。

（
2
3
）
橋
本
朝
生
氏
「
〈
鷺
〉
と
い
う
狂
言
と
鷺
流
」
（
『
狂
言
の
形
成
と
展
開
』
み
づ

 
 
き
書
房
、
平
8
所
収
）
。

（
2
4
）
山
口
鷺
流
の
元
祖
・
春
日
庄
作
（
明
治
三
十
年
没
）
は
、
安
政
五
年
に
、
鷺
伝

 
 
右
衛
門
十
世
（
鷺
寛
太
郎
）
宅
に
て
小
舞
の
伝
免
を
受
け
た
こ
と
を
そ
の
自

 
 
筆
小
舞
集
（
山
口
県
立
大
学
蔵
『
鷺
流
狂
言
 
小
舞
仕
方
附
 
別
冊
第
武
号
』
）

 
 
の
奥
書
に
記
し
て
い
る
。

（
2
5
）
注
（
7
）
参
照
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
日
本
芸
能
論
）
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